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1.はじめに 

近年,新たな広告手段として,デジタルサイネ

－ジが普及している．従来,広告としてのデジタ

ルサイネージを設置する場合,長い時間見てもら

える場所に設置する．そのため,滞留時間の長い

場所に設置されることが多い．先行研究でも,滞

留時間が長いと,注目率や広告の認知率が高まる

と述べられている[1]． 

しかし,どの範囲であれば,デジタルサイネー

ジを注視でき,滞留時間となるかは,研究されて

いない．そこで,本研究では,デジタルサイネー

ジにおける,注視可能範囲と滞留時間の関係に関

する注視可能範囲モデルを作成し,そのモデルの

検証を行った． 

 

2.注視可能範囲モデルの作成 

デジタルサイネージのディスプレイのサイズ

(インチ数)によって,注視可能範囲が変化すると

考え,インチ数による注視可能範囲モデルを作成

する．注視可能な位置についてデジタルサイネ

ージの先行研究は存在しないため,液晶テレビの

先行研究「家庭におけるテレビの観視条件」を

参考とした[2]． 

先行研究から,デジタルサイネージの注視可能

な角度は±60°とした．また, 液晶テレビの画面の

高さを H としたときの,好適値の分布が述べられ

ており,その分布が正規分布に従うかを検証した

が,正規分布に従わない結果となった．そのため,

各好適値を対数変換したところ,正規分布に従う

結果となった．正規分布に従うのであれば,確率

約 95.45%は 2σ区間に収まるため, 対数変換後の

μ+2σ は 2.52 と な り , 対 数 を 取 り 除 く

と,EXP(μ+2σ)は 12.42 となった．そのため, 

12.42H の範囲内を,デジタルサイネージの注視可

能な位置とし,求めた条件からデジタルサイネー

ジの注視可能範囲モデルを作成した(図 1)． 

 

 

 
図 1 注視可能範囲モデル 

 

3.注視可能範囲モデルの有効性の検証 

作成した注視可能範囲モデルの有効性を示す

ため,ディスプレイサイズの異なる 2 つのデジタ

ルサイネージで実験を行った．1 つ目のデジタル

サイネージは,22 インチのディスプレイサイズで

あり,青山学院大学相模原キャンパス内の自動販

売機横に設置した．2 つ目のデジタルサイネージ

は,55 インチのディスプレイサイズであり,相模

原市中央区の横浜銀行渕野辺支店に設置した． 

それぞれ,デジタルサイネージ側にビデオカメ

ラやトラッキングシステムを 1 時間設置し,通行

人数や注視率,移動速度を分析した．また,デジ

タルサイネージのインチ数から,注視可能範囲モ

デルを求めた．自販機サイネージの注視可範囲

は 13.38m
2 となり(図 2),浜銀サイネージの注視

可能範囲は 11.51m
2となった(図 3)．22 インチよ

り,55 インチのデジタルサイネージの注視可能範

囲の方が大きくなるが,設置場所の関係上,55 イ

ンチの方の注視可能範囲が小さくなった． 

 
図 2 自販機サイネージの注視可能範囲モデル

と分析結果 
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図 3 浜銀サイネージの注視可能範囲モデルと

分析結果 

注視可能範囲モデルと分析した結果とから,注

視可能範囲の滞留時間を求めると,22 インチのデ

ジタルサイネージの方が,4.04 秒と長く,注視率

も 14.69%と高いことが明らかとなった．デジタ

ルサイネージの注視率は,ディスプレイサイズの

大きさではなく,ディスプレイサイズに基づく注

視可能範囲の滞留時間の長さが重要であり,デジ

タルサイネージの注視可能範囲モデルの,有効性

を示した． 

 

4.注視可能範囲モデルの活用 

有効性を示した注視可能範囲モデルを,現状の

デジタルサイネージで検証した．検証を行った

のは,新宿駅新南口と東京駅八重洲南北通路に設

置してあるデジタルサイネージである．2018 年

11 月 22 日の 5 分間,ビデオカメラでデジタルサ

イネージ付近の通行者を撮影し,通行人数と移動

速度を分析した． 

新宿駅新南口のデジタルサイネージの注視可

能範囲モデルを作成し(図 4),分析した結果,通行

人数は 245 人で,平均移動速度は 4.94km/h となっ

た．注視可能範囲モデルの最も長い距離は,デジ

タルサイネージ側の 19.40m である．したがって,

注視可能範囲内の距離を平均移動速度 4.94km/h

で割ると,最も長い注視可能範囲時間は 14.14 秒

となる．そのため、14.14 秒以内で注視すること

が可能なコンテンツが適切である．新宿駅新南

口のデジタルサイネージに放映しているコンテ

ンツは,5 秒,7 秒,8 秒,15 秒のものと,30 秒のル

ミネアプリの広告動画があった．ルミネアプリ

の広告動画を除けば,設置場所に対してほぼ適切

なコンテンツが放映されていることが,明らかと

なった．  

同様に,東京駅八重洲南北通路のデジタルサイ

ネージを検証した．結果として,全ての動画が注

視可能範囲滞留時間に対して,適切なコンテンツ

が放映されていることが明らかとなった． 

 
図 4 新宿駅新南口のデジタルサイネージの 

注視可能範囲モデル 

 

5.おわりに 

 液晶テレビの先行研究を基に,デジタルサイネ

ージの注視可能範囲モデルを作成した．そして,

インチ数の異なる 2 つのデジタルサイネージで

実験を行い,注視可能範囲モデルの有効性を示し

た． 

 また,現状,設置されているデジタルサイネー

ジが,注視可能範囲モデルに基づく滞留時間によ

る,適したコンテンツ放映になっているのか検証

した．新宿駅新南口のデジタルサイネージは,ル

ミネアプリの広告動画を除けば,ほぼ適切なコン

テンツが放映されていることが明らかとなった．

東京駅八重洲南北通路のデジタルサイネージは,

全ての動画が,適切なコンテンツを放映されてい

ることが明らかとなった． 
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